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こ
こ
に
サ
…
ン
キ
ヤ
と
い
ふ
の
は
、
一
般
に
古
典
サ
ー
ン
キ
ヤ
と
よ
ば
れ
て
み
る
イ
ン
ド
の
教
で
あ
る
。
こ
の
教
は
紀
元
第
四
世
紀
頃

の
イ
…
シ
ュ
ブ
ラ
・
ク
リ
シ
．
｝
ナ
（
拶
く
舘
甲
監
獄
霧
）
に
よ
っ
て
「
サ
ー
ン
キ
や
頒
」
（
ω
餌
滞
若
げ
鴫
9
涛
弩
障
餌
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
る

る
。
こ
の
「
頚
」
は
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
教
を
東
宝
づ
け
た
も
の
と
し
て
、
現
在
で
は
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
サ
ー
ン
キ
ヤ
に
お
け

る
認
識
の
理
論
と
し
て
は
、
一
般
に
は
「
量
」
（
嘆
p
ヨ
餅
葛
）
に
つ
い
て
の
仁
心
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
量
と
い
ふ
こ
と
ば
は
、

正
し
い
認
識
の
道
異
を
意
味
す
る
が
、
認
識
の
過
程
、
結
果
と
し
て
の
知
識
と
い
ふ
意
味
も
ふ
く
ん
で
み
る
。
い
く
つ
の
量
を
み
と
め
る

か
は
、
學
派
に
よ
っ
て
異
る
が
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
で
は
、
現
量
・
比
量
・
聖
四
番
と
い
ふ
三
つ
の
量
を
み
と
め
る
（
穴
り
轡
）
。
し
か
し
こ
こ

で
は
、
こ
れ
ら
の
三
量
に
つ
い
て
解
論
ず
る
の
が
趣
旨
で
は
な
く
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
教
で
は
、
「
知
る
」
と
は
ど
の
や
う
な
こ
と
で
あ
る

か
を
検
討
し
て
、
知
る
こ
と
の
眞
相
を
追
究
し
て
み
よ
う
と
思
ふ
。
「
知
る
し
と
い
ふ
こ
と
を
問
題
に
す
れ
ば
、
認
識
の
道
具
と
し
て
の

量
に
子
連
を
も
つ
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
　
こ
こ
で
は
三
量
の
う
ち
で
、
と
く
に
現
量
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
と
い
ふ
の
は
、
「
サ

ー
ン
キ
や
頚
」
（
罫
幽
も
・
）
の
諸
註
繹
を
み
て
も
、
ま
た
イ
ン
ド
の
論
理
學
（
量
論
）
一
般
か
ら
い
っ
て
も
、
三
量
の
な
か
で
基
礎
に
な
る

の
は
、
現
量
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
量
は
直
接
知
畳
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
比
量
（
推
理
）
そ
の
他
の
量
の
基
本
に
な
る
。

だ
か
ら
知
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
つ
サ
…
ン
キ
ヤ
の
現
量
に
つ
い
て
の
理
論
を
し
ら
べ
て
み
よ
う
。
「
サ
ー
ン
キ
や
頒
」
第
五
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は
、
現
量
に
つ
い
て
「
封
レ
黒
具
誰
嫁
し
と
い
っ
て
み
る
。
「
毛
嚢
し
の
原
語
ド
リ
シ
ュ
タ
（
鳥
瓢
験
9
）
は
、
「
見
る
」
と
い
ふ
意
味
の
動
詞

か
ら
き
た
こ
と
ば
で
、
註
繹
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
現
量
（
鷲
簿
ξ
鋳
零
）
に
あ
た
る
（
O
ド
竃
・
ρ
U
．
）
。
第
四
頭
に
も
、
「
謹
」
（
儀
怯
勉
鐙
）
と

い
ふ
こ
と
ば
で
、
現
量
の
名
稻
だ
け
は
で
て
る
る
。
ド
リ
シ
ュ
タ
と
い
ふ
語
は
、
す
で
に
ヴ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
（
ぐ
鋤
お
。
牲
冨
勝
論
派
）
の

根
本
経
典
（
第
二
枇
平
倉
の
編
纂
）
に
お
い
て
、
現
量
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
る
た
の
で
あ
る
（
＜
◎
。
い
間
い
ご
辞
厳
㌦
即
い
①
二
9
＝
●
）
。
こ

の
現
量
に
つ
い
て
、
撰
諦
三
藏
（
六
世
紀
後
鼻
）
繹
の
「
金
七
十
論
」
（
原
典
が
失
は
れ
た
漢
課
の
み
の
満
堂
）
は
、
「
謹
量
者
。
是
知
從
二

根
塵
一
生
。
不
レ
可
瓢
顯
現
一
。
非
押
一
業
定
一
。
無
レ
ニ
。
署
名
二
謹
呈
こ
（
金
心
・
・
）
と
解
毛
し
て
み
る
。
イ
ン
ド
で
論
理
學
派
と
も
い
ふ
べ
き
ニ

ャ
！
ヤ
（
窯
慮
遥
正
理
）
學
派
は
、
そ
の
根
本
経
典
「
正
理
纏
」
（
第
三
世
紀
頃
）
に
お
い
て
、
「
現
量
は
感
官
と
封
象
と
の
接
燭
か
ら

生
じ
た
知
で
、
言
詮
は
さ
れ
ず
、
雑
記
の
な
い
、
決
定
性
の
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
み
る
（
ワ
桐
ω
■
同
●
一
。
継
）
。
こ
の
定
義
は
、
「
金
七
十

論
」
の
現
量
解
繹
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
が
、
論
理
學
派
の
見
解
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
「
金
七
十
論
」
は
、
現
量
を

感
官
と
封
象
と
の
接
燭
に
よ
る
感
窟
（
根
）
知
畳
と
み
る
の
で
あ
り
、
「
野
レ
塵
解
謹
量
」
に
た
い
す
る
他
の
諸
黒
質
も
、
ほ
ぼ
同
じ
や
う

な
解
羅
に
な
っ
て
み
る
。
も
と
も
と
現
量
（
鷲
鎮
巻
畜
9
）
と
い
ふ
こ
と
ば
そ
の
も
の
が
、
各
各
の
感
官
（
鋤
犀
鶏
）
が
、
各
各
の
封
象
に
聡

し
て
（
℃
円
9
け
μ
喚
く
同
煩
鋤
望
簿
ヨ
）
働
く
と
か
（
z
望
・
で
・
一
〇
・
）
、
餐
各
の
感
官
に
「
よ
っ
て
」
（
℃
舜
延
長
）
生
ず
る
（
娼
ご
d
『
℃
・
留
①
．
）
と
い
ふ
意

味
を
も
ち
、
ド
リ
シ
ュ
タ
も
児
る
意
味
を
も
つ
か
ら
、
現
量
を
感
官
知
畳
と
解
す
る
こ
と
は
、
軍
勢
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の

解
繹
は
、
論
理
學
派
や
ブ
イ
シ
．
一
ー
シ
カ
そ
の
他
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
、
　
一
般
的
な
解
繹
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
第
五

頚
の
「
封
レ
塵
人
望
量
」
は
、
輩
に
一
般
的
な
解
濯
で
は
っ
く
さ
れ
な
い
意
味
を
も
つ
て
み
る
。
「
封
レ
塵
」
（
℃
弓
鋤
け
囲
く
　
咽
9
望
簿
）
の
原
意
は
、

各
各
の
封
象
に
封
ず
る
意
味
で
、
前
に
い
っ
た
現
量
と
い
ふ
こ
と
ば
の
解
繹
に
も
ふ
く
ま
れ
て
る
た
が
、
「
鰐
」
（
巴
ξ
磐
器
冴
曽
）
と
課

さ
れ
た
原
語
は
、
第
二
十
三
頚
で
は
、
「
畳
」
（
び
＆
匹
露
）
の
本
質
と
し
て
、
「
決
智
」
と
繹
さ
れ
て
る
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
「
畳
」
と
い
ふ

の
は
、
現
量
そ
の
他
の
量
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
認
識
、
と
い
ふ
意
味
に
用
ひ
ら
れ
る
が
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
で
は
特
別
の
意
味
を
も
つ
て
み
る
。

現
量
を
感
官
知
魔
と
み
る
一
般
的
な
解
繹
も
、
さ
ら
に
「
畳
」
の
働
き
を
ふ
く
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
…
ン
キ
ヤ
の
教
に
も
と
づ
い
た
解

　
　
　
サ
…
ン
キ
ャ
哲
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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二
八

繹
に
な
る
。
そ
れ
で
は
「
魔
」
と
は
、
ど
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
膿
系
に
お
け
る
、
「
覧
」
の

位
置
お
よ
び
そ
の
本
質
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
サ
ー
ン
キ
ヤ
は
プ
ル
シ
諏
、
（
℃
¢
毎
讐
紳
我
）
ま
た
は
ア
ー
ト
マ
ン
（
警
ヨ
餌
づ
我
）
と
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
（
℃
導
ξ
陣
自
白
牲
）
と
の
實

在
を
主
張
す
る
、
二
元
論
の
教
で
あ
る
。
「
サ
：
ン
キ
や
顛
」
で
は
、
プ
ル
シ
瀞
、
は
ア
ー
ト
マ
ン
と
同
じ
意
瞭
で
、
翼
諦
三
藏
は
こ
れ
を

「
我
」
「
人
我
」
ま
た
は
「
人
」
と
繹
し
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
「
自
性
」
「
性
」
「
本
」
と
脱
し
て
み
る
。
プ
ル
シ
ャ
に
た
い
し
て
は
、
　
一
般

に
「
下
手
」
と
い
ふ
漢
繹
を
用
ふ
る
こ
と
が
多
い
。
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
世
界
は
、
こ
れ
ら
一
コ
兀
の
結
合
か
ら
で
き
て
み
る
。
印
ち
ア
ー
ト
マ

ン
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ク
リ
テ
．
、
か
ら
「
魔
」
が
生
じ
、
魔
か
ら
我
慢
（
我
執
）
が
生
じ
、
我
漫
か
ら
聲
黒
色

味
香
の
五
唯
（
五
つ
の
微
細
な
要
素
）
と
、
十
一
根
即
ち
耳
皮
眼
点
鼻
の
五
幾
世
（
知
魔
機
窟
）
・
口
手
足
排
泄
生
殖
の
五
作
根
（
蓮
動
機

官
）
・
心
（
意
）
根
と
が
生
じ
、
五
唯
か
ら
地
水
火
風
室
の
五
大
（
光
素
）
が
生
ず
る
。
「
生
ず
る
」
・
と
い
ふ
の
は
、
た
と
へ
ば
乳
が
酪
に

な
る
や
う
な
轄
攣
生
で
あ
る
（
金
一
①
・
）
か
ら
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
教
は
「
韓
愛
設
」
と
も
い
は
れ
る
。
ア
ー
ト
マ
ン
か
ら
五
大
に
い
た
る
二

十
五
の
項
圏
は
、
「
二
十
五
諦
」
と
よ
ば
れ
る
か
ら
、
サ
…
ン
キ
ヤ
の
数
で
は
、
世
界
は
二
十
五
諦
か
ら
成
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
諦
（
酔
㌣

欝
く
9
）
は
澱
理
を
意
味
す
る
。
こ
の
や
う
に
サ
…
ン
キ
ヤ
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
の
二
元
の
結
合
に
よ
っ
て
、
畳
か
ら
五

大
ま
で
の
世
界
が
成
立
つ
こ
と
を
、
教
理
の
基
本
と
し
て
み
る
。
だ
か
ら
ア
ー
ト
マ
ン
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
羽
書

で
あ
り
、
畳
諦
の
本
質
を
と
ら
へ
る
に
も
、
ま
つ
畳
を
生
ず
る
二
諦
の
性
格
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ア
ー
ト
マ
ン
は
G
っ
。
巳
P
。
・
豆
甑
r
ω
o
巳
v
「
精
紳
」
な
ど
と
謬
さ
れ
、
一
般
に
精
美
的
原
理
と
み
ら
れ
て
る
る
が
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
で
は
、

見
る
も
の
（
亡
者
）
で
あ
り
、
知
る
も
の
（
知
者
）
で
あ
り
、
享
受
す
る
も
の
（
食
者
）
で
あ
り
、
密
ら
は
働
か
な
い
「
非
作
者
」
で
あ
る

こ
と
が
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
重
要
な
性
格
と
し
て
説
か
れ
て
み
る
（
溶
◎
O
．
＜
．
罵
堕
一
㊤
．
）
。
こ
れ
に
た
い
し
て
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
竃
讐
①
誌
P

d
村
ヨ
碧
。
ユ
P
膨
㌶
ξ
ρ
鷲
一
護
6
弓
張
銑
幻
象
8
ン
「
自
然
」
「
物
質
」
な
ど
と
繹
さ
れ
、
　
一
般
に
物
質
的
原
理
と
み
ら
れ
て
る
る
が
、
原
語

は
「
な
す
」
と
か
「
作
る
偏
と
い
ふ
意
味
の
動
詞
か
ら
で
た
こ
と
ば
で
、
作
ら
れ
た
所
産
の
前
の
も
の
、
所
産
の
困
、
ま
た
は
能
生
性
の
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も
σ
と
い
ふ
高
嶺
を
も
つ
。
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
所
産
と
し
て
顯
は
れ
た
現
象
界
の
根
本
困
と
い
ふ
意
味
で
は
、
「
勝
因
」
と
も
い
は
れ
、

現
象
界
で
あ
る
「
愛
異
」
に
た
い
し
て
、
自
ら
は
硬
直
現
で
あ
る
と
い
ふ
意
昧
で
は
、
「
非
攣
異
」
と
も
よ
ば
れ
る
。
顯
現
で
も
重
曹
現

で
も
、
と
も
に
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
る
が
、
未
顯
現
の
と
き
は
、
と
く
に
ム
ー
ラ
・
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
（
根
本
自
性
）
と
も
い
は
れ
る
。
ア

…
ト
マ
ソ
に
相
押
し
て
み
ら
れ
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
顯
現
も
未
顯
現
も
と
も
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
見
ら
れ
る
も
の
、
知
ら
れ
る
も
の
、

享
受
さ
れ
る
も
の
、
郎
ち
封
境
（
塵
）
で
あ
り
、
知
者
と
し
て
の
ア
ー
ト
マ
ン
に
た
い
し
て
は
、
無
知
で
あ
り
、
ま
た
畳
な
ど
を
生
ず
る
働

き
を
も
つ
「
作
者
」
で
あ
る
。
ま
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
顯
現
も
未
顯
現
も
と
も
に
、
サ
ッ
ト
ヴ
（
。
，
讐
貯
鋤
異
質
）
と
う
ヂ
ャ
ス
（
弓
a
器

球
質
）
と
タ
マ
ス
（
母
菖
霧
騒
質
）
と
い
ふ
三
徳
（
α
Q
¢
’
5
曽
）
か
ら
な
っ
て
み
る
（
界
ρ
ζ
●
＜
．
ρ
金
、
亭
）
。
し
か
し
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ

と
い
ふ
も
の
が
、
三
徳
と
い
ふ
性
質
を
も
つ
の
で
は
な
く
、
三
徳
の
ほ
か
に
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
な
い
の
で
あ
る
。
魔
か
ら
五
大
ま
で
す
べ

て
が
三
徳
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
三
徳
の
い
つ
れ
か
が
増
大
し
て
、
志
士
が
破
れ
た
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
に
た
い
し
て
三
徳
の
李
衡
し

た
状
態
が
、
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
あ
た
る
。

　
こ
の
や
う
に
ア
ー
ト
マ
ン
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
は
、
た
が
ひ
に
相
反
す
る
性
格
を
も
つ
が
、
し
「
か
し
尊
者
は
ま
っ
た
く
同
じ
性
格
と
も

み
ら
れ
て
る
る
。
こ
れ
ら
の
一
ご
兀
は
、
全
く
梢
反
す
る
原
理
と
し
て
、
理
解
さ
れ
て
み
る
場
合
が
多
い
し
、
ま
た
そ
の
や
う
に
理
解
し
な

け
れ
ば
、
サ
…
ン
キ
ヤ
が
と
く
に
二
元
を
立
て
る
意
味
が
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
「
サ
ー
ン
キ
や
頒
」
（
困
甲
＝
■
）
は
、
ア
ー
ト
マ

ン
が
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
國
じ
単
玉
で
あ
る
こ
と
を
耀
き
、
諸
註
繹
も
ま
た
こ
の
こ
と
を
み
と
め
て
み
る
（
Q
”
鍔
．
く
．
ρ
＝
9
）
。

同
じ
性
絡
と
し
て
九
種
が
あ
げ
ら
れ
て
る
る
が
、
註
繹
（
O
’
ζ
●
＜
・
○
．
＝
u
金
、
一
〇
◆
）
を
参
照
し
て
、
ま
つ
ア
ー
ト
マ
ン
に
つ
い
て
い
へ

ば
、
つ
ぎ
の
や
う
に
み
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
（
一
）
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
無
因
即
ち
生
ず
る
因
を
も
た
な
い
不
生
で
あ
る
。
（
二
）
不
生
だ
か
ら

ア
…
ト
マ
ソ
は
、
生
じ
た
も
の
の
や
う
に
、
滅
す
る
こ
と
が
な
く
、
常
住
不
滅
で
あ
る
。
（
三
）
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
場
所
に
か
ぎ
ら
れ
る
こ

と
が
な
く
、
遍
在
で
あ
り
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
（
四
）
遍
在
で
あ
る
か
ら
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
無
活
動
で
あ
る
。
（
五
）
ア
ー
ト
マ
ン
は
唯

一
で
あ
る
。
し
か
し
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
多
我
論
に
し
た
が
っ
て
、
唯
一
性
を
除
き
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
八
性
格
を
い
ふ
玉
器
も
あ
る
（
金
、
一
じ
。

　
　
　
サ
ー
ン
キ
や
誓
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
商
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三
〇

（
六
）
ア
…
ト
マ
ソ
は
依
止
す
る
霞
を
も
た
な
い
か
ら
、
無
依
で
あ
る
。
（
七
）
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
な
に
も
の
に
も
没
入
し
滅
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ン
　
か

な
い
。
だ
か
ら
無
没
（
鉱
欝
σ
q
簿
）
で
あ
る
。
ま
た
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
他
の
も
の
の
存
在
を
謹
明
す
る
謹
絹
に
な
ら
な
い
意
味
で
、
生
没
と

も
い
は
れ
る
。
（
八
）
ア
ー
ト
マ
ン
は
無
質
凝
性
（
形
な
き
も
の
）
だ
か
ら
、
聲
な
ど
の
分
を
も
た
な
い
無
分
で
あ
る
。
（
九
）
ま
た
ア
ー

ト
マ
ン
は
、
自
ら
を
生
ず
る
他
の
因
に
厨
し
な
い
か
ら
、
腹
立
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
自
己
の
因
を
も
た
な
い
か
ら
不
生

不
滅
玉
込
で
あ
り
、
ま
た
遍
在
・
唯
｝
・
無
活
動
の
形
な
き
も
の
で
あ
り
、
未
立
傘
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
も
ま
た
、
こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
と
岡

じ
性
格
を
も
つ
。
岡
じ
性
格
の
藤
で
は
、
爾
元
を
精
神
的
原
理
と
物
質
的
原
理
と
し
て
、
相
封
立
さ
せ
る
二
元
論
は
成
立
た
な
い
。
し
た

が
っ
て
ま
た
、
知
る
・
見
る
・
享
受
す
る
な
ど
と
い
ふ
、
爾
元
の
關
係
も
、
意
味
を
失
ふ
こ
と
に
な
る
。
同
じ
性
格
の
面
は
、
未
顯
現
の

プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
面
を
か
り
に
「
未
顯
現
・
我
」
と
よ
ぶ
な
ら
ば
、
サ
ー
ン
キ
ヤ

は
「
未
顯
現
・
我
」
に
お
い
て
、
仁
徳
立
す
る
二
元
（
二
王
）
な
い
し
コ
一
十
五
諦
」
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
「
未

済
現
・
我
」
は
、
未
顯
現
で
あ
る
か
ら
、
三
徳
築
衡
の
状
態
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
畳
以
下
の
三
徳
応
診
の
可
能
態
と
も
み
ら
れ
る
。
こ

の
や
う
に
み
る
の
は
、
魔
以
下
の
顯
は
れ
た
果
は
、
因
（
未
宮
漏
）
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、
無
か
ら
有
は
生
じ
な
い
、
と
い
ふ
「
因
中

有
果
」
の
立
場
に
も
と
っ
く
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
「
響
町
現
・
我
」
は
、
未
顯
現
で
は
あ
っ
て
も
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で

あ
る
か
ら
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
は
異
る
「
見
ら
れ
る
も
の
」
な
ど
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
未
顯
現
・
我
」
は
、
未
顯
現
の

プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
し
て
、
顯
現
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
は
全
く
異
り
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
隅
じ
惟
格
、
即
ち
「
見
る
も
の
」
な
ど
の
性
格
を

も
つ
。
だ
か
ら
同
じ
性
絡
の
面
と
し
て
の
「
未
顯
現
・
我
」
は
、
魔
以
下
の
果
と
し
て
顯
は
れ
る
因
に
あ
た
る
薦
と
、
い
か
に
し
て
も
畳

以
下
の
果
と
な
ら
ず
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
し
て
「
見
る
も
の
」
な
ど
の
性
格
を
も
つ
面
と
、
爾
方
藤
を
も
ち
な
が
ら
、
不
生
・
不
滅
・
遍

在
・
唯
一
・
形
な
き
も
の
な
ど
と
い
は
れ
る
や
う
な
、
い
は
ば
無
性
格
性
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
や
う
な
性
格
を
も
つ
一
一
元
の
結
合
に
よ
っ
て
、
馬
煙
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
か
ら
、
第
一
に
生
ず
る
も
の
が
「
魔
」
で
あ
る
。

結
合
す
る
の
は
、
ア
…
ト
マ
ソ
が
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
「
入
る
こ
と
」
（
二
巴
3
§
）
に
よ
る
と
い
は
れ
る
。
「
サ
ー
ン
キ
や
頸
」
で
は
、
覧



　
　
の
こ
と
を
「
大
」
（
讐
凶
ず
舞
）
ま
た
は
「
智
」
と
も
い
ふ
。
畳
も
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
る
か
ら
、
三
徳
の
入
賞
で
あ
り
、
こ
の
三
徳
の
顯

　
　
は
れ
が
八
種
に
分
類
さ
れ
て
み
る
。
第
二
十
三
頚
に
よ
れ
ば
、
サ
ッ
ト
ブ
が
増
大
し
た
と
き
の
魔
の
顯
は
れ
は
、
法
（
善
業
）
・
智
・
離

　
　
欲
・
自
在
（
ヨ
ー
ガ
の
實
修
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
能
力
）
で
あ
り
、
タ
マ
ス
が
増
大
し
た
と
き
は
、
非
法
・
非
智
・
愛
欲
・
不
自
在
と
し

　
　
て
畳
が
顯
は
れ
る
（
く
一
偏
「
Q
陰
ζ
。
金
、
　
鱒
Q
◎
．
）
。
サ
ッ
ト
ヴ
と
タ
マ
ス
に
は
活
動
性
が
な
い
か
ら
、
魔
が
八
種
に
顯
は
れ
る
に
は
、
顯
は
す
力

　
　
と
し
て
、
ラ
ヂ
ャ
ス
が
働
い
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
〈
一
門
陰
／
き
一
Q
Q
…
緊
。
（
｝
陰
罎
・
博
U
■
）
。
さ
ら
に
「
サ
…
ン
キ
や
頒
」
（
寧
蔭
①
鯵
）
は
、
　
覚

　
　
の
顯
は
れ
を
、
「
疑
・
無
能
・
喜
・
成
」
の
四
種
に
分
げ
、
各
各
を
細
分
し
て
、
す
べ
て
で
五
十
種
に
分
類
し
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
畳
の
顯

　
　
は
れ
た
相
を
み
れ
ば
、
種
々
の
働
き
が
ふ
く
ま
れ
、
智
は
そ
の
な
か
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
「
知
る
こ
と
」
が
主
題

　
　
で
あ
る
か
ら
、
「
智
」
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
繹
に
よ
れ
ば
、
智
に
は
内
儀
と
外
智
と
が
あ
っ
て
、
「
外
智
」
は
ヴ
ェ
ー
ダ
や

　
　
そ
の
支
分
（
文
法
學
・
天
文
學
な
ど
）
・
プ
ラ
ー
ナ
（
傳
承
）
・
ニ
ャ
ー
ヤ
（
論
理
學
）
な
ど
に
よ
っ
て
う
る
智
で
あ
り
、
「
内
智
」
は
プ
ラ

　
　
ク
リ
テ
ィ
と
ア
ー
ト
マ
ン
と
の
鷹
甥
知
（
詳
知
）
で
（
O
響
ζ
あ
な
。
．
）
、
眞
知
に
よ
る
解
同
が
、
サ
…
ン
キ
ヤ
の
B
的
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に

　
　
「
監
置
」
「
外
智
」
そ
の
他
と
し
て
顯
は
れ
る
覧
の
本
質
は
、
第
二
十
三
頒
に
よ
れ
ば
「
決
智
」
（
蝕
財
堅
く
霧
下
魚
）
と
い
は
れ
る
。
決
智

　
　
の
原
語
は
、
決
定
・
決
意
・
理
解
な
ど
の
意
味
で
、
註
繹
は
「
こ
れ
は
人
で
あ
る
」
「
こ
れ
は
庵
で
あ
る
」
と
決
定
す
る
こ
と
を
實
例
と
し

　
　
て
あ
げ
（
金
、
Q
唇
ζ
』
q
。
■
）
、
ま
た
「
こ
れ
は
爲
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
「
私
は
こ
れ
を
署
す
べ
き
で
あ
る
篇
（
く
●
○
』
9
。
．
）
と
例
照
し
て
み
る
。

　
　
だ
か
ら
畳
の
本
質
は
、
判
断
し
決
意
す
る
働
き
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
「
玉
偏
に
も
、
「
三
（
魔
．
・
我
慢
・
心
）
自
警
爲
レ
事

　
　
（
く
管
ε
」
（
界
詣
り
．
）
と
い
は
れ
る
や
う
に
、
判
断
し
決
意
す
る
働
き
（
く
管
ε
が
、
そ
の
ま
ま
畳
の
本
質
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
畳
と

　
　
い
ふ
も
の
は
な
い
（
く
．
鵠
…
O
匿
ζ
の
金
、
悼
㊤
■
）
。

　
　
　
前
に
「
封
レ
塵
解
謹
量
」
と
い
は
れ
た
現
量
の
「
解
」
は
、
「
下
智
」
と
爾
じ
原
語
で
あ
る
か
ら
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
現
量
は
、
覧
の
判
断

　
　
決
定
す
．
良
き
で
あ
．
Q
、
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
藤
家
の
う
ち
で
も
ヴ
，
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
．
、
シ
、
一
フ
（
姦
。
ρ
、
℃
9
。
碁
『
簿
九
世
紀
）

　
　
は
、
「
封
レ
忙
し
の
こ
と
を
、
存
在
し
て
み
る
封
境
と
感
窟
と
の
接
燭
と
み
て
、
現
量
を
直
接
知
畳
と
解
蓋
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
封
レ
塵
解
」

晒　
　
　
　
　
サ
ー
ン
キ
や
折
口
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
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三
二

を
「
決
智
」
と
い
ふ
畳
の
働
き
（
く
《
曽
℃
霧
曽
）
と
し
て
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
立
場
か
ら
、
現
量
を
明
か
に
し
て
る
る
（
ζ
U
．
）
。
現
量
を
有
分

別
と
無
分
別
と
に
分
け
る
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
「
封
レ
塵
解
」
の
現
量
は
、
鋼
歯
し
確
認
す
る
意
味
で
は
、
有
分
別
現
量
で
あ
ら
う
。
も
っ

と
も
ブ
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
は
、
無
分
泌
現
量
も
有
労
励
現
量
も
み
と
め
て
み
る
（
＜
。
卜
・
刈
●
）
。
さ
ら
に
「
封
レ
塵
解
」
の
原
文
に
、
特
殊
な
解

羅
を
ぼ
ど
こ
し
て
、
意
の
現
量
や
、
ヨ
ー
ガ
行
者
の
現
量
も
、
こ
こ
に
ふ
く
め
る
註
繹
も
あ
る
（
く
昇
鋳
署
」
謡
∴
掃
い
．
）
。
し
か
し
こ
の
註

繹
も
、
「
解
」
を
畳
の
決
智
と
解
し
て
み
る
（
黛
伍
ら
二
王
“
）
。
こ
の
や
う
に
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
現
量
は
、
魔
の
働
き
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
頚
に
は
「
畳
輿
二
野
具
一
腰
丈
聖
二
切
塵
こ
（
皆
9
。
い
●
）
と
い
は
れ
、
註
繹
は
「
魔
輿
嵩
我
慢
及
心
根
一
豊
根
慮
」

（
金
、
Q
。
u
．
）
と
読
明
し
て
み
る
。
畳
は
ひ
と
り
で
は
働
か
ず
、
我
慢
や
心
根
と
つ
ね
に
結
び
つ
い
て
働
く
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
。
魔
以
下
の

轄
愛
は
、
サ
…
ン
キ
ヤ
で
は
、
我
慢
を
中
心
と
し
た
無
知
の
世
界
に
な
っ
て
み
る
。
だ
か
ら
我
慢
は
、
と
く
に
重
奏
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら

う
。
ま
た
「
習
作
具
有
レ
三
」
（
銀
．
も
。
9
。
．
）
と
設
か
れ
て
る
る
や
う
に
、
サ
…
ン
キ
ヤ
で
は
畳
・
我
慢
・
心
（
意
）
を
内
の
道
具
と
よ
び
、
こ

れ
に
た
い
し
て
前
に
遽
べ
た
、
五
豊
根
五
作
根
を
外
の
道
具
と
い
ふ
。
道
具
と
は
ア
…
ト
マ
ソ
の
道
具
、
嚴
密
に
い
へ
ば
、
後
に
導
べ
る

や
う
な
「
我
意
」
ま
た
は
「
我
意
用
」
（
我
の
霞
的
）
の
道
具
、
と
い
ふ
慧
味
で
あ
る
。
碧
羅
は
需
覚
慢
心
三
種
羅
名
二
融
玩
具
　
。
不
レ
取
二

十
塵
一
管
。
是
故
年
名
レ
内
。
能
成
二
就
我
意
㎝
方
便
故
。
是
諸
説
名
レ
具
」
（
金
、
q
。
Q
。
●
）
と
論
明
し
て
み
る
。
つ
ま
り
サ
ー
ン
キ
ヤ
で
は
、
十

三
の
道
具
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
に
は
、
「
畳
」
は
決
厚
し
、
「
我
慢
〕
は
自
意
識
を
お
こ
し
、
「
心
」
は
分
罪
し
、
「
知
根
」

ば
唯
照
（
餌
圃
O
O
勲
づ
鋤
馨
ヨ
2
一
け
門
勲
）
で
分
濾
し
な
い
（
金
、
界
○
』
。
。
’
）
、
と
い
ふ
や
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
の
働
き
が
み
と
め
ら
れ
て
る
る

（
凶
●
ゆ
Q
。
も
食
悼
評
悼
。
。
。
）
。
「
唯
照
」
を
無
分
別
知
と
弁
ず
る
註
灘
も
あ
る
（
P
博
。
。
．
）
。
し
か
し
魔
が
現
に
働
い
て
み
る
と
き
は
、
さ
き
に
い
っ

た
や
う
に
、
我
慢
も
心
も
つ
ね
に
働
い
て
み
る
。
さ
ら
に
「
こ
れ
は
布
で
あ
る
」
と
い
ふ
翌
翌
の
例
か
ら
も
わ
か
る
や
う
に
、
箆
の
判
断

に
も
、
感
富
（
根
）
が
働
い
て
み
る
こ
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
「
魔
漫
心
及
根
　
砂
舟
次
第
起
」
（
宍
襲
9
）
と
い
っ
て
、
畳
・
我
慢
・

心
・
根
の
働
き
が
、
岡
時
の
と
き
と
、
順
序
次
第
が
あ
る
と
き
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
次
第
の
と
き
も
、
最
後
の
決
定
は
魔
の
働

き
で
あ
る
（
金
、
9
。
O
●
）
。
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
教
で
は
、
知
る
こ
と
は
三
つ
の
量
に
よ
る
が
、
結
果
と
し
て
知
識
が
決
定
さ
れ
る
の
は
、
覧
の
働



＼
、

き
に
よ
る
。

　
三
蚤
の
基
本
に
な
る
現
璽
を
検
討
し
て
、
そ
れ
が
魔
の
決
智
で
あ
り
、
畳
は
我
慢
・
心
・
根
（
感
動
）
と
つ
ね
に
結
び
つ
い
て
働
く
、

と
い
ふ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
知
る
し
と
い
ふ
こ
と
は
、
畳
な
い
し
根
の
働
き
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
四
つ
の

も
の
が
働
く
こ
と
は
、
前
に
い
っ
た
サ
…
ン
キ
ヤ
の
教
の
基
本
か
ら
い
へ
ば
、
遇
常
の
現
量
で
と
ら
へ
ら
れ
な
い
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ

ィ
（
労
。
ρ
ご
が
、
畳
以
下
の
顯
現
と
し
て
、
蒋
憂
し
て
る
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ひ
か
へ
れ
ば
、
「
知
る
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
サ
ッ
ト
ヴ
．

ラ
ヂ
ャ
ス
・
タ
マ
ス
の
三
徳
が
、
未
顯
現
の
卒
衡
状
態
か
ら
、
挙
衡
を
や
ぶ
っ
て
顯
は
れ
て
る
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
こ
れ
は
布

で
あ
る
」
と
知
る
こ
と
も
、
サ
イ
ン
キ
ヤ
で
は
、
未
顯
現
の
顯
現
と
い
ふ
形
に
な
る
。
し
か
し
一
般
的
に
い
へ
ば
、
知
る
こ
と
が
成
立
つ

に
は
、
知
る
も
の
と
知
ら
れ
る
も
の
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
黙
を
考
慮
し
な
が
ら
、
未
孝
心
の
志
野
と
い
ふ
、
知
る
こ
と
の
醜

相
を
、
サ
…
ン
キ
ヤ
の
教
に
お
い
て
、
さ
ら
に
追
究
し
て
み
よ
う
。

二

　
　
　
「
知
ら
れ
る
も
の
」
は
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
教
で
は
、
ど
の
や
う
に
み
ら
れ
て
る
る
か
。
さ
き
に
あ
げ
た
現
量
で
い
へ
ば
、
魔
・
我
慢
・

　
　
心
・
根
に
た
い
す
る
塵
（
く
粧
醸
鋤
）
を
、
知
ら
れ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
塵
と
は
「
境
界
」
と
も
漢
繹
さ
れ
る
こ
と
ば
で
、
一

　
　
般
に
封
象
と
か
客
観
（
o
蕊
0
9
“
O
⑦
σ
q
o
議
寅
昌
山
）
と
い
ふ
知
ら
れ
る
も
の
と
は
、
原
意
が
ち
が
ふ
と
も
い
は
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

　
　
塵
を
ま
つ
封
境
と
介
し
て
、
塵
が
ど
の
や
う
に
み
ら
れ
て
る
る
か
を
、
検
討
し
た
い
と
思
ふ
。
前
に
い
っ
た
や
う
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
相

　
　
野
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
の
性
格
の
一
つ
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
享
受
さ
れ
る
封
境
（
塵
）
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
諸
註
羅
の
読
明
に
よ
れ

　
　
ば
（
金
、
Q
●
ζ
二
瞬
．
）
、
畳
か
ら
地
水
火
風
室
ま
で
の
、
顯
現
し
た
現
象
（
墜
異
）
の
世
界
も
、
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
も
、
と
も
に
ア

　
　
ー
ト
マ
ン
の
享
受
す
る
封
境
で
あ
る
。
ア
ー
ト
マ
ン
は
享
受
す
る
も
の
（
食
者
）
で
あ
り
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
享
受
さ
れ
る
も
の
（
寄
食
）

　
　
で
あ
る
。
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
三
徳
で
あ
り
、
三
徳
は
喜
（
樂
）
・
憂
（
苦
）
・
闘
（
痴
）
と
も
い
は
れ
る
（
膿
・
P
金
、
一
悼
．
）
か
ら
、
プ
ラ
ク

鮒　
　
　
　
　
サ
ー
ン
キ
や
哲
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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三
四

リ
テ
ィ
を
享
受
す
る
こ
と
（
び
げ
。
σ
q
9
）
は
、
樂
な
ど
の
感
受
を
意
味
す
る
。
し
か
し
ま
た
享
受
は
、
「
受
篇
用
聲
等
塵
こ
（
金
、
蓋
し
な
ど

と
も
い
は
れ
、
聲
鰯
色
味
香
の
知
魔
（
漏
℃
鉱
勲
び
仙
露
）
と
い
ふ
意
味
に
も
な
る
（
く
炎
ρ
ζ
．
島
●
）
。
享
受
す
る
こ
と
は
、
ひ
ろ
く
経
験
を

意
味
す
る
と
も
い
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
か
ら
「
知
る
こ
と
」
も
、
や
は
り
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
サ
ー
ン
キ
ヤ
で
は
、
ア
ー

ト
マ
ン
は
「
去
る
も
の
」
で
あ
り
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
「
見
ら
れ
る
も
の
」
と
も
い
は
れ
る
（
囚
．
誠
“
㊦
♂
8
．
）
。
「
去
る
こ
と
」
は
、

「
享
受
す
る
こ
と
」
と
同
じ
意
味
に
用
ひ
ら
れ
（
く
．
ト
っ
一
■
）
、
見
る
こ
と
は
、
プ
ル
シ
ャ
（
ア
～
ト
マ
ソ
）
が
勝
因
（
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
）
を
享

受
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
も
い
は
れ
る
（
P
挿
ご
。
し
た
が
っ
て
、
「
晃
る
こ
と
」
は
「
知
る
こ
と
」
に
も
な
り
、
「
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）

有
レ
知
故
。
名
望
網
　
見
者
こ
と
も
説
か
れ
て
み
る
（
金
、
搭
…
三
篇
．
く
．
一
¢
．
）
。
だ
か
ら
「
見
る
こ
と
」
「
知
る
こ
と
」
「
享
受
す
る
こ
と
」
は
、

サ
…
ン
キ
ヤ
で
は
、
す
べ
て
岡
じ
意
味
に
な
る
。
そ
し
て
、
兇
ら
れ
、
知
ら
れ
、
享
受
さ
れ
る
封
境
は
、
顯
現
・
未
馬
身
の
プ
ラ
ク
リ
テ

ィ
で
あ
る
。
し
か
し
前
に
も
い
っ
た
や
う
に
、
同
性
格
の
藤
で
あ
る
「
未
聖
書
・
我
」
に
お
い
て
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と

は
、
ま
っ
た
く
隅
性
格
で
、
不
生
・
不
滅
∴
逓
在
・
無
活
動
・
唯
一
・
無
形
で
あ
る
か
ら
、
爾
者
の
問
に
、
見
る
知
る
享
受
す
る
こ
と
は
、

實
現
し
え
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
「
未
顯
現
・
我
」
に
お
い
て
、
「
兇
ら
れ
る
も
の
」
な
ど
と
い
ふ
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
の
性
格
を
み
る

面
は
、
前
に
．
も
い
っ
た
や
う
に
、
「
因
中
有
果
」
の
立
場
に
よ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
ア
…
ト
マ
ソ
の
「
晃
る
こ
と
」
な
ど
が
實
現
す
る
に

は
、
三
徳
が
挙
衡
を
や
ぶ
り
、
未
顯
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
、
顯
現
し
た
状
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
や
う
に
み
る
な
ら
ば
、
ア

ー
ト
マ
ン
に
「
知
ら
れ
る
も
の
」
即
ち
封
境
は
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
い
ひ
か
へ
れ
ば
、
畳
か
ら
地
水
火
風

室
ま
で
の
顯
現
し
た
プ
ラ
ク
弓
テ
ィ
が
封
境
で
あ
る
。
こ
の
封
手
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
知
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
封
冠
し
、

ア
ー
ト
マ
ン
の
外
に
あ
る
、
と
み
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
「
封
境
は
、
捉
へ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
識
（
く
こ
口
軽
疑
節
）
の
外
に

あ
る
」
（
＜
・
＝
ゆ
）
と
か
、
「
封
境
は
知
（
智
9
1
p
響
）
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
〔
佛
教
の
〕
ヨ
…
ガ
…
チ
の
、
ー
ラ
の
見
解
の
や
う
に
、
知

の
現
は
れ
た
桐
で
は
な
い
」
（
Ω
一
一
．
）
と
い
は
れ
る
。
こ
の
や
う
に
ア
…
ト
マ
ソ
か
ら
猫
製
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
、
ま
つ
封
境
と
考
へ

ら
れ
る
。



　
　
　
し
か
し
こ
の
項
（
二
）
の
初
め
に
も
ふ
れ
た
や
う
に
、
畳
・
我
漫
・
心
・
根
に
た
い
す
る
塵
も
封
境
で
あ
る
。
こ
の
封
境
は
、
「
封
レ
塵

　
　
解
謹
配
し
の
塵
で
あ
り
、
墾
な
い
し
根
が
働
い
て
み
る
と
こ
ろ
の
、
覧
の
判
断
決
定
と
い
ふ
現
量
の
謝
境
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
畳
な
い
し

　
　
根
は
、
顯
現
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ア
ー
ト
マ
ン
の
封
境
と
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ー
ト
マ
ン
の
五
境
で
あ
る

　
　
壁
な
ど
の
な
か
に
、
さ
ら
に
畳
な
ど
の
知
る
働
き
、
即
ち
現
量
の
決
智
と
、
決
智
の
封
境
と
が
は
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
封
境
が
せ
ま
く

　
　
な
り
、
塵
が
移
動
し
た
や
う
に
み
え
る
で
あ
ら
う
。
塵
が
ア
ー
ト
マ
ン
の
郵
境
か
ら
、
畳
な
い
し
根
の
封
境
に
移
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ

　
　
ら
う
。
こ
の
塵
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
後
に
考
へ
る
こ
と
に
し
て
、
畳
我
慢
心
根
の
封
境
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
に
も
、
根

酔　
　
の
封
境
は
、
根
に
封
窮
し
、
根
の
外
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
知
る
こ
と
」
を
問
題
に
し
て
み
る
か
ら
．

　
　
知
覧
に
關
澄
す
る
知
根
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
陸
封
は
、
た
ん
な
る
自
然
現
象
ま
た
ぱ
物
質
元
素
と
み
ら
れ
た
、
地
水
火
風
空
（
五
大
）

　
　
で
は
な
い
。
「
サ
…
ン
キ
や
順
」
は
「
唯
児
二
色
等
塵
一
楚
五
心
根
事
」
（
囚
．
悼
。
。
■
）
と
い
ひ
、
註
繹
は
「
眼
寝
撃
嵩
色
塵
一
走
物
事
。
唯
見

　
　
不
レ
能
一
　
分
母
一
云
々
」
（
金
、
鴎
。
。
’
）
と
読
明
し
て
み
る
。
こ
の
頒
は
、
眼
・
舌
な
ど
の
五
聖
根
の
働
き
（
〈
管
笛
事
）
が
、
色
味
香
聾
燭
の

　
　
塵
に
お
け
る
、
唯
見
ま
た
は
唯
照
で
あ
っ
て
、
分
別
で
は
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。
封
境
は
こ
の
や
う
に
、
地
な
ど
の
五
大
そ

　
　
の
も
の
で
は
な
く
、
色
味
香
聾
鰯
と
し
て
顯
は
れ
た
五
大
で
あ
る
。
「
唯
照
」
は
前
に
も
い
っ
た
や
う
に
、
態
勢
の
み
の
働
き
で
、
現
實

　
　
に
は
知
根
も
、
魔
・
我
慢
・
心
に
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
「
サ
…
ン
キ
や
頚
」
で
は
、
盤
・
鰯
な
ど
の
愛
知
根
の
封
境
に
は
、

　
　
入
閥
の
場
合
に
お
い
て
は
、
樂
苦
癒
と
い
ふ
三
徳
の
差
別
が
あ
る
と
い
は
れ
る
（
界
ρ
ζ
傷
。
ε
。
だ
か
ら
色
味
な
ど
と
｝
）
て
顯
は
れ
た

　
　
封
境
は
、
三
徳
の
顯
は
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
三
徳
の
差
上
に
蘭
焦
し
て
、
「
頭
偏
に
は
ま
た
「
五
唯
無
二
差
励
一
從
レ
此
画
工
五
大
一

　
　
　
大
塵
有
二
差
別
一
　
謂
寂
静
曲
物
篇
（
、
オ
⊆
。
Q
。
．
）
と
読
か
れ
る
。
「
〔
五
〕
大
，
塵
。
有
二
差
携
一
」
の
「
塵
」
は
、
現
存
の
梵
文
頒
に
は
な
い
が
、

　
　
三
蹟
に
よ
れ
ば
入
れ
て
も
さ
し
っ
か
へ
な
い
。
寂
静
・
畏
・
療
は
、
樂
苦
癒
の
三
徳
に
あ
た
る
。
地
水
火
風
盗
の
五
大
は
、
三
徳
の
顯
現

　
、
と
し
て
、
人
間
の
知
根
の
封
境
と
な
る
の
で
あ
る
。
五
大
が
三
徳
の
顯
は
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
や
う
に
例
示
さ
れ
て
み
る
。
た
と

　
　
へ
ば
「
風
細
大
は
、
熱
に
苦
し
め
一
5
れ
る
人
に
は
、
樂
を
特
質
と
す
る
寂
欝
で
あ
り
、
寒
に
苦
し
め
ら
れ
る
人
に
は
、
苦
を
特
質
と
す
る

698　
　
　
　
　
サ
…
ン
キ
や
誓
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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三
山
ハ

畏
怖
で
あ
り
、
ま
た
砂
塵
を
ま
じ
え
て
強
く
吹
き
つ
け
る
と
き
は
、
痴
闇
で
あ
る
。
そ
の
他
の
大
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
徳
が
差
別

さ
れ
る
（
金
、
Q
．
罫
。
。
。
。
…
三
病
妻
『
昌
ワ
δ
も
。
．
）
。
樂
苦
笑
と
か
、
寂
畏
痴
と
か
、
喜
憂
闇
な
ど
と
い
ふ
、
三
徳
の
顯
は
れ
た
稲
は
、
人

山
の
直
接
経
験
の
相
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
か
る
三
徳
の
顯
は
れ
が
、
根
の
封
境
に
な
っ
て
み
る
。
根
は
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
三
徳
で
あ
る
か
ら
、
根
の
働
き
も
、
三
徳
の
顯
は
れ
以
外
に
は
な
い
。
三
徳
の
顯
は
れ
が
、
史
記
で
も
あ
り
、
ま
た
根
の
働

い
て
み
る
相
で
も
あ
る
。
前
に
引
用
し
た
「
三
（
魔
慢
心
）
自
賠
爲
レ
事
（
〈
管
ε
」
と
い
ふ
句
が
、
こ
こ
に
思
ひ
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
魔
慢
心
と
い
ふ
内
の
道
具
は
、
決
智
と
自
意
識
と
分
別
と
い
ふ
働
き
を
な
す
が
、
こ
の
働
き
が
道
具
の
本
質
で
、
働
き
の
ほ
か
に
道

具
は
な
い
。
内
の
道
具
の
働
き
は
、
現
實
に
は
外
の
道
具
（
根
）
の
働
き
と
結
び
つ
い
て
み
る
。
色
・
香
な
ど
の
根
の
封
境
を
は
な
れ
て

は
、
心
の
分
別
も
あ
り
え
な
い
。
畳
慢
心
根
が
働
い
て
み
る
こ
と
、
つ
ま
り
三
徳
の
顯
は
れ
て
る
る
縮
が
、
封
鎖
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ

か
ら
「
知
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
封
境
は
、
根
に
封
賢
し
、
根
の
外
に
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
根
も
五
境
も
、
と
も
に
三
徳
の
顯

は
れ
の
中
に
あ
る
。

　
こ
の
や
う
に
封
境
が
三
徳
の
顯
は
れ
た
相
で
、
こ
の
三
徳
の
勲
記
が
、
畳
慢
心
根
の
働
く
相
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
畳
な
ど
の
知

る
働
き
も
、
「
知
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
封
境
も
、
三
徳
顯
現
の
中
に
解
嘉
す
る
や
う
に
み
え
る
。
し
か
し
知
る
こ
と
が
成
立
つ
た
め

に
は
、
知
る
働
き
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る
も
の
が
、
は
っ
き
り
量
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
る
働
き
と
、
「
知
ら
れ
る
も
の
」
墜

ち
封
境
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
「
サ
ー
ン
キ
や
頸
」
は
、

　
「
作
具
数
十
三
　
能
作
一
藁
執
照
一
其
事
有
牌
　
十
種
心
慮
一
一
引
持
読
了
こ
（
癒
し
。
ゆ
．
）

と
読
い
て
る
る
。
箆
な
ど
の
道
具
は
十
三
種
で
、
そ
の
働
き
は
、
捉
へ
る
こ
と
（
響
弩
ρ
尽
）
、
保
持
す
る
こ
と
（
浮
苔
鑓
窟
）
、
照
ら
す

こ
と
（
℃
μ
、
海
蝕
鋤
め
鋤
）
で
あ
り
、
そ
の
「
事
」
は
、
捉
へ
ら
れ
る
も
の
、
保
た
れ
る
も
の
、
照
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
、

こ
の
頒
は
説
い
て
み
る
。
「
事
」
と
繹
さ
れ
た
こ
と
ば
は
、
カ
…
ル
ヤ
（
裁
垂
込
）
で
果
を
意
味
し
、
註
解
に
よ
れ
ば
果
は
封
境
（
〈
耐
勲
饗
）

の
こ
と
で
あ
る
（
鼠
噂
9
。
悼
「
）
。
だ
か
ら
こ
の
頚
は
、
発
な
ど
の
蓮
具
の
働
き
と
、
そ
の
悪
霊
と
を
驚
い
た
も
の
と
い
へ
よ
う
。
捉
へ
、
保
ち
、



照
ら
す
、
と
い
ふ
働
き
を
、
魔
な
ど
の
十
三
根
（
道
具
）

に
よ
っ
て
表
は
せ
ば
、
つ
ぎ
の
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
。

に
、
ど
の
や
う
に
あ
て
は
め
る
か
は
、
註
繹
に
よ
っ
て
ち
が
ふ
。
い
ま
四
註
繹

繋
暴
墨
　
・

卿
ず
餌
噌
四
昌
9

低
騨
似
惹
旨
勲

g71

vn
犀
翁｝箪

n

斎
　
　
誌

濤
　
　
叢

」
喀
…
辞

㎝
ζ
　
｝
メ
。

一
莫
蕪
ご
斎
　
蒲

冨
攣
嘉
）
一
謙
濠
ウ

「
燦
灘
洋
鉾
陣

　
マ
ー
タ
ラ
は
、
豊
つ
の
鋤
き
を
、
表
の
や
う
に
〔
十
一
〕
根
と
我
慢
と
魔
と
に
あ
て
、
さ
ら
に
十
封
境
を
、
知
根
が
照
ら
し
、
作
根
が

捉
へ
保
つ
こ
と
を
設
い
て
る
る
（
表
に
括
弧
で
示
し
た
も
の
）
。
「
金
七
十
論
」
は
、
十
種
の
「
事
」
に
つ
い
て
の
み
「
燈
中
三
（
畳
慢
心
）

膚
行
所
牽
｝
。
五
知
〔
根
〕
具
一
一
所
感
℃
五
作
〔
根
〕
具
二
〔
唐
〕
執
持
こ
と
読
明
し
て
み
る
。
こ
の
中
の
所
感
・
所
照
・
所
望
持
が
「
事
」

（
果
巨
塵
1
1
醤
境
）
に
あ
た
る
。
ガ
ウ
ダ
パ
ー
ダ
は
、
働
き
と
塵
と
に
つ
い
て
、
畳
慢
心
に
言
及
し
て
は
み
な
い
。
こ
の
や
う
に
註
繹
に
よ

っ
て
見
解
が
ち
が
ふ
の
で
、
こ
の
頚
の
眞
意
を
き
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
「
照
ら
す
こ
と
」
が
知
根
の
働
き
で
あ
る
、
と
い
ふ

鮎
で
は
、
こ
こ
に
用
ひ
た
五
註
繹
の
す
べ
て
が
一
致
し
て
み
る
。
つ
ぎ
に
「
事
」
部
ち
秘
境
の
十
種
に
つ
い
て
は
、
諸
富
繹
は
こ
れ
を
五

知
根
と
五
作
根
と
の
封
境
と
し
て
み
る
。
し
か
し
こ
の
十
種
の
封
境
を
、
捉
へ
ら
れ
る
も
の
と
、
保
た
れ
る
も
の
と
、
照
ら
さ
れ
る
も
の

と
の
、
三
種
目
分
類
し
た
と
き
、
こ
の
三
種
を
十
三
作
具
の
い
つ
れ
に
あ
て
は
め
る
か
は
、
「
働
き
」
の
場
合
と
属
じ
で
、
　
一
致
し
て
み

な
い
。
だ
か
ら
こ
の
黙
に
つ
い
て
も
、
頚
の
眞
意
を
た
し
か
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
さ
き
に
も
い
っ
た
や
う
に
、
こ
の

頚
が
畳
な
ど
の
道
具
の
働
き
と
、
そ
の
封
事
と
を
読
い
て
る
る
こ
と
は
明
か
で
、
し
か
も
働
き
と
封
境
と
は
、
た
が
ひ
に
相
崩
し
て
用
ひ

ら
れ
て
る
る
。
捉
へ
る
こ
と
（
警
p
養
葛
）
は
、
捉
へ
ら
れ
る
も
の
（
落
差
誘
）
に
、
保
つ
こ
と
（
ユ
鐡
養
饗
）
は
、
保
た
れ
る
も
の

　
　
　
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
藥
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
八

（
伽
姦
弓
も
）
に
、
照
ら
す
こ
と
（
℃
舜
冨
霊
）
は
、
照
ら
さ
れ
る
も
の
（
鷲
潮
繋
団
ρ
）
に
相
堕
し
、
閥
奏
し
て
み
る
。
捉
へ
、
保
ち
、
照

ら
す
、
と
い
ふ
働
き
は
、
畳
な
ど
の
道
具
の
働
き
で
あ
り
、
捉
へ
ら
れ
、
保
た
れ
、
照
ら
さ
れ
る
も
の
は
、
道
具
の
働
き
の
封
境
で
あ
る
。

こ
の
中
で
「
照
ら
す
こ
と
」
が
、
細
根
の
働
き
で
あ
る
の
は
、
諸
註
繹
も
み
と
め
る
こ
と
で
、
確
賢
な
鮎
で
あ
ら
う
。
知
根
の
「
照
ら
す

こ
と
」
の
封
境
は
、
「
照
ら
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
諸
善
繹
は
、
聲
燭
色
．
味
香
を
あ
げ
て
み
る
。
聾
燭
な
ど
の
封
境
に
は
、
前
に
い
っ

た
や
う
に
、
人
間
の
場
合
は
、
三
徳
の
差
別
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
黙
は
、
「
照
ら
す
こ
と
」
と
、
「
照
ら
さ
れ
る
も

の
」
と
が
、
相
輿
嫁
し
結
び
つ
け
ら
れ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
「
照
ら
す
こ
と
」
は
知
根
の
働
き
で
あ
り
、
根
の
働
き
は
前
に
も
い
っ
た

や
う
に
、
三
徳
の
顯
は
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
照
ら
さ
れ
る
も
の
」
即
ち
聾
燭
な
ど
の
封
境
も
、
三
徳
の
顯
現
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
照
ら

す
こ
と
」
と
、
「
照
ら
さ
れ
る
も
の
」
と
は
、
働
き
と
潮
境
と
し
て
、
相
封
し
て
設
か
れ
て
る
な
が
ら
、
と
も
に
三
徳
の
顯
は
れ
と
し
て
、

連
嬉
し
て
る
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
照
ら
す
こ
と
」
は
知
根
の
鋤
き
で
、
「
知
る
こ
と
」
と
も
い
へ
る
が
、
照
ら
す
働
き
そ
の
も
の
だ
け

で
は
、
形
が
な
い
か
ら
「
照
ら
す
こ
と
」
は
實
現
し
え
な
い
。
照
ら
す
働
き
が
、
「
照
ら
さ
れ
る
も
の
」
と
結
び
つ
い
て
み
な
け
れ
ば
、

知
根
が
働
い
て
み
る
栢
に
は
な
ら
な
い
。
「
照
ら
す
こ
と
」
は
、
「
照
ら
さ
れ
る
も
の
」
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
賢
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
照
ら
さ
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
封
境
（
塵
註
果
）
は
、
知
根
の
照
ら
す
働
き
が
、
照
ら
さ
れ
る
べ
き
顯
は
な
果
の
形
を
と
っ
た
も
の
と

い
へ
よ
う
。
だ
か
ら
「
知
る
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
既
存
の
封
象
が
あ
っ
て
、
覧
な
ど
の
道
具
の
働
き
、
部
ち
知
る
働
き
が
、
こ
れ
を
捉
へ

る
こ
と
で
は
な
く
、
道
具
の
知
る
働
き
が
、
果
と
し
て
形
を
顯
は
し
、
封
境
と
し
て
境
涯
（
塵
）
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
と

岡
時
に
、
境
涯
に
よ
っ
て
、
知
る
働
き
が
明
か
に
さ
れ
る
こ
と
4
7
幅
な
る
で
あ
ら
う
。
働
き
も
實
現
す
れ
ば
、
境
涯
（
塵
）
を
つ
く
る
の
で

あ
る
。
前
に
引
用
し
た
「
唯
晃
潜
窟
等
塵
一
蓬
五
知
根
事
」
（
饗
ゆ
。
。
．
）
の
「
事
篇
（
く
犠
δ
ε
は
働
き
を
さ
す
が
、
こ
の
素
量
の
働
き
が
、

三
斜
に
よ
っ
て
「
塵
」
（
業
革
）
と
い
は
れ
て
み
る
（
○
．
㈹
。
。
■
）
。
ま
た
徳
の
働
き
が
徳
の
塵
（
〈
耐
ミ
簿
封
境
）
で
あ
り
、
知
ら
れ
る
も
の
、

即
ち
外
境
（
ぴ
露
里
二
ぎ
）
は
、
徳
の
造
作
（
ぴ
q
巷
？
捧
置
曽
）
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
み
る
（
ρ
繋
）
。
だ
か
ら
働
き
の
作
る
境
涯
が
、

塵
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
畳
な
ど
の
武
具
の
知
る
働
き
が
、
「
知
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
境
涯
（
塵
）
を
つ
く
る
な
ら
ば
、
知
る
働
き
は
、



　
　
「
知
ら
れ
る
も
の
」
に
相
之
し
な
が
ら
、
現
實
に
は
境
涯
と
な
り
、
三
徳
の
顯
現
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
境
涯
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
知

　
　
る
働
き
は
明
か
に
な
ら
な
い
。
こ
の
や
う
な
封
境
（
塵
）
の
性
格
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
三
徳
顯
現
の
中
に
解
溝
す
る
か
に
み
え
た
、
畳
な

　
　
ど
の
知
る
働
き
と
、
そ
の
封
境
と
の
相
封
ず
る
關
係
が
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
三
徳
の
顯
現
は
、
覧
我
慢
心
根
と
い
ふ
道
具
の
、
知
る
働
き
の
顯
は
な
相
を
ふ
く
み
、
し
た
が
っ
て
燃
料
な
ど
と
し
て
顯
は
れ
る
五
大

　
　
を
ふ
く
む
か
ら
、
畳
以
下
の
顯
現
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
箆
な
い
し
根
の
知
る
鋤
き
が
、
「
知
ら
れ
る
も
の
」
（
封
境
）

　
　
と
し
て
形
を
と
れ
ば
、
こ
の
や
う
な
乙
女
は
、
畳
な
い
し
根
の
知
る
働
き
に
、
相
饗
す
る
封
境
と
い
ふ
性
質
を
失
ふ
と
と
も
に
、
畳
な
ど

　
　
を
ふ
く
ん
で
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
野
宿
に
な
る
。
壁
な
い
し
根
の
封
境
が
、
発
な
い
し
根
を
ふ
く
む
封
境
に
、
移
動
し
た
と
も
い
へ
る
で
あ

　
　
ら
う
。
ま
た
「
サ
ー
ン
キ
や
碩
」
に
「
人
外
七
三
塵
（
¢
，
契
器
黒
く
欝
愚
窪
覧
ヨ
）
」
（
穴
．
奪
。
9
。
’
）
と
あ
る
の
は
、
こ
の
言
文
で
は
、
認
知

　
　
五
作
の
分
根
が
、
畳
擾
心
（
玉
作
具
）
の
塵
に
な
る
と
も
解
さ
れ
、
註
繹
に
も
「
こ
れ
ら
〔
十
根
〕
は
、
三
つ
の
も
の
（
畳
漫
心
）
の
塵

　
　
で
あ
る
。
満
ち
こ
れ
ら
〔
盤
根
〕
は
、
畳
慢
心
に
と
っ
て
享
受
さ
れ
る
も
の
（
σ
げ
。
σ
急
焼
）
で
あ
る
」
と
里
山
さ
れ
う
る
も
の
も
あ
る

　
　
（
O
冒
器
…
⑭
ξ
毒
曽
讐
・
匂
。
食
劇
刈
◎
）
。
十
根
（
外
の
道
具
）
の
働
い
て
み
る
栢
（
塵
）
に
よ
っ
て
、
発
慢
心
の
享
受
す
る
働
き
が
、
は
じ
め
て

　
　
享
受
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
形
を
と
り
境
涯
（
塵
）
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
こ
の
や
う
に
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
い
ふ
塵

　
　
（
環
境
）
は
、
畳
な
い
し
根
の
封
境
か
ら
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
封
境
に
い
た
る
中
間
に
は
い
る
。
し
た
が
っ
て
封
境
は
、
嶽
な
い
し
根
の
封
境

　
　
か
ら
、
畳
慢
心
の
封
境
へ
、
さ
ら
に
ア
ー
ト
マ
ン
の
封
境
へ
移
動
す
る
と
も
み
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
の
捻
文
は
、
十
根
が
、
覧
慢
心
に

　
　
た
い
し
て
、
封
境
を
知
ら
し
め
る
仲
介
者
で
あ
る
、
と
い
ふ
意
味
に
も
な
る
（
く
鳴
く
．
も
。
匂
・
…
Ω
鍵
び
。
．
“
。
。
。
．
）
。
サ
…
ン
キ
ヤ
で
は
、
十
根
も

　
　
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
作
者
と
し
て
働
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
は
働
か
ぬ
急
な
る
仲
介
者
で
は
あ
り
え
な
い
。
十
根
は
自
ら
働
い

　
　
て
る
る
相
に
よ
っ
て
、
塵
を
知
ら
し
め
る
仲
介
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
働
い
て
み
る
相
に
よ
っ
て
、
畳
慢
心
の
働
き
も
ま
た
、
形
あ
る

　
　
も
の
に
な
る
。
さ
う
す
れ
ば
や
は
り
十
根
は
、
畳
慢
心
の
封
境
（
塵
）
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
前
に
引
溶
し

　
　
た
「
魔
輿
諜
内
具
…
共
　
能
取
二
切
歯
こ
と
い
ふ
頒
の
後
嗣
に
、
「
故
三
具
有
門
　
鹸
根
（
十
根
）
悉
是
門
」
と
論
か
れ
て
る
る
。
内
の
道

脇　
　
　
　
　
サ
ー
ン
キ
ャ
誓
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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〇

具
で
あ
る
魔
慢
心
を
「
有
門
」
（
匙
く
縛
詑
σ
q
碧
？
閃
。
。
郊
窪
）
と
し
、
外
の
道
具
で
あ
る
身
根
を
門
と
み
る
こ
と
は
、
本
來
は
知
る
も
の
と
し

て
の
ア
ー
ト
マ
ン
に
驕
濁
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
覧
な
い
し
根
と
封
境
と
の
關
係
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
根
の
門
を
通

っ
て
、
引
き
よ
せ
ら
れ
た
封
境
を
、
内
の
道
具
で
あ
る
畳
慢
心
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
（
〈
凶
儀
．
　
ノ
＼
・
　
鶏
◎
い
■
）
。
し
か
し
根
の
「
唯
照
」
で
あ

る
封
境
が
、
次
第
に
明
か
に
な
り
、
覧
慢
心
が
こ
れ
を
決
定
す
る
の
は
畳
慢
心
の
働
き
が
、
封
境
と
し
て
形
を
と
り
境
涯
を
つ
く
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
以
上
述
べ
た
や
う
な
、
知
る
働
き
が
果
と
し
て
顯
は
な
形
を
と
っ
た
も
の
が
封
鏡
（
塵
）
で
あ
る
、
と
い
ふ
封
境
の
性
質
に
し
た
が
へ

ば
、
知
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
「
知
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
甑
存
の
封
象
が
あ
っ
て
、
魔
な
ど
の
知
る
働
き
が
こ
れ
を
知
る
、
と
い
ふ
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
却
っ
て
封
境
に
よ
っ
て
、
知
る
働
き
は
明
か
に
な
る
。
ま
た
封
境
が
移
動
す
る
こ
と
は
、
根
と
封
境
と
が
三
徳
で
あ

る
こ
と
に
も
と
つ
く
が
、
知
る
働
き
と
そ
の
封
境
と
が
相
者
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ら
う
。
と
同
時
に
、
封
境
の
あ
り
か
た
に
よ
っ

て
、
知
る
働
き
の
性
格
が
限
定
さ
れ
明
か
に
な
る
、
と
い
ふ
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ら
う
。
「
知
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
翰
墨
が
、
魔
な

い
し
根
の
知
る
働
き
に
た
い
す
る
封
境
か
ら
、
魔
な
ど
を
ふ
く
む
封
境
に
な
れ
ば
、
畳
以
下
の
黒
現
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
な
り
、
ア
ー

ト
マ
ン
に
知
ら
れ
る
封
〆
に
な
る
。
こ
の
封
境
面
ち
「
知
ら
れ
る
も
の
」
は
、
「
知
る
も
の
」
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
境
涯
で
あ
る
か
ら
、

「
知
る
も
の
」
と
の
關
連
に
お
い
て
、
明
か
に
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

　
「
知
る
も
の
」
は
、
サ
…
ン
キ
ヤ
の
教
で
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
畳
な
い
し
根
の
知
る
働
き
を
考
へ
、
魔
の
塩
断
決
定

の
働
き
を
と
り
あ
げ
た
。
い
か
に
も
萱
は
、
「
知
る
も
の
」
で
あ
る
か
の
や
う
に
み
え
る
。
し
か
し
サ
ー
ン
キ
ヤ
で
は
、
箆
も
プ
ラ
ク
リ
テ

ィ
で
あ
る
か
ぎ
り
、
無
知
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
知
の
覧
が
、
ど
う
し
て
判
断
や
決
意
を
な
し
う
る
か
。
こ
れ
に
答
へ
て
、
「
サ
ー

ン
キ
や
頚
」
は
、
「
三
徳
合
レ
人
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
故
　
無
知
如
　
　
知
者
一
」
（
内
野
O
．
）
と
い
ふ
。
無
知
で
あ
る
畳
も
、
知
者
で
あ
る
ア
ー
ト
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マ
ン
と
結
合
す
る
か
ら
、
知
者
で
あ
る
「
か
の
如
く
」
（
口
く
9
）
に
な
る
。
こ
の
頚
の
後
孚
に
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
が
作
者
の
如
く
に
な
る
こ
と

が
読
か
れ
る
。
畳
の
判
断
決
意
も
、
か
の
如
き
知
で
あ
り
、
歳
實
の
知
で
は
な
く
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
と
し
て
は
、
無
知
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
無
知
は
、
「
辛
苦
痴
を
知
ら
な
い
」
（
ρ
ζ
●
一
一
◎
）
無
知
と
い
は
れ
る
。
島
台
痴
は
三
徳
で
あ
り
、
三
徳
は
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
無
知
は
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
自
ら
を
知
ら
な
い
無
知
で
あ
る
。
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
自
ら
を
知
ら
な
い
こ
と
は
、

プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
ア
ー
ト
マ
ン
に
知
ら
れ
、
ア
ー
ト
マ
ン
に
顯
現
さ
れ
る
、
と
い
ふ
自
ら
の
性
格
を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
白
ら
に
無
知
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
も
知
ら
な
い
。
つ
ま
り
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
は
、
爾
元
の
麗
別
知

（
藁
知
）
が
な
い
の
で
あ
る
。
雨
元
が
結
蓋
し
て
る
る
の
は
、
雨
元
の
囁
別
を
知
ら
な
い
無
知
に
よ
る
（
・
、
斧
轟
≦
、
』
・
琶
。
爾
元
の

証
溺
を
知
ら
な
い
か
ら
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
爾
元
を
懸
軍
し
て
、
畳
が
刺
身
決
意
の
働
き
と
し
て
顯
は
れ
て
る
る
こ
と
を
、
た
だ
ち
に
自

己
が
働
い
て
み
る
や
う
に
み
る
。
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
教
で
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
ほ
か
に
、
眞
の
自
己
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
無
知
に
よ
っ

て
、
魔
を
自
己
と
同
一
に
み
る
こ
と
が
、
「
我
慢
し
（
ρ
げ
曽
旨
犀
鋤
門
帥
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
ゑ
伽
・
く
導
●
μ
〆
。
・
）
。
我
慢
は
我
執
と
も
い
は
れ
、

す
べ
て
を
自
己
（
9
げ
曽
ヨ
）
に
結
び
つ
け
る
妄
執
で
あ
る
（
囚
．
ζ
．
＜
●
球
）
。
我
慢
に
よ
っ
て
畳
の
働
き
も
自
己
の
働
き
に
な
る
。
前
に
い

っ
た
や
う
に
、
魔
慢
心
根
が
結
び
つ
い
て
働
く
と
す
れ
ば
、
畳
な
い
し
根
の
働
き
は
、
我
慢
印
ち
己
れ
の
働
き
に
な
り
、
ア
ー
ト
マ
ン
は

プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
の
方
に
没
入
し
て
、
ア
…
ト
マ
ソ
を
失
っ
た
無
知
の
働
き
に
な
る
。
畳
な
い
し
根
の
働
く
相
は
、
畳
か
ら
五
大
ま
で
の
三

徳
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
・
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
購
知
（
農
知
）
か
ら
み
れ
ば
、
ア
ー
マ
ン
に
智
れ
る
甥
境
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
無
知
で
あ
る
か
ら
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
員
の
上
境
郎
ち
「
知
ら
れ
る
も
の
」
に
は
な
っ
て
み
な
い
。
下
元

の
結
合
は
、
ア
…
ト
マ
ソ
が
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
「
見
る
こ
と
」
に
よ
る
と
い
は
れ
る
（
鉾
ゆ
ご
。
こ
の
結
合
に
よ
っ
て
、
畳
以
下
の
現
象

が
韓
溶
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
教
と
し
て
、
農
知
の
立
場
か
ら
読
か
れ
た
こ
と
で
、
三
徳
訓
告
の
プ
ラ

ク
リ
テ
ィ
だ
け
か
ら
は
、
無
二
さ
れ
え
な
い
。
魔
な
ど
の
知
が
、
か
の
如
き
知
で
、
薦
の
知
で
な
い
こ
と
も
、
同
じ
立
場
で
設
か
れ
た
こ

と
で
・
畳
な
ど
の
プ
ラ
ク
リ
テ
・
だ
け
で
は
、
「
か
の
如
き
」
と
い
ふ
自
覧
も
あ
り
え
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
や
う
な
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
の

　
　
　
サ
↓
キ
ヤ
哲
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹
一
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哲
學
研
究
　
第
四
百
五
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匹
見

無
知
は
、
「
知
る
も
の
」
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
と
驕
潔
し
て
、
さ
ら
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
知
る
も
の
」
と
い
は
れ
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
は
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
知
る
知
で
あ
る
。
前
に
ア
ー
ト
マ
ン
と
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
の
同
じ

性
格
の
面
を
、
「
未
顯
現
・
我
」
と
よ
ん
だ
が
、
こ
こ
で
は
雨
元
と
も
に
、
不
生
・
不
滅
・
遍
在
・
唯
一
・
無
活
動
・
露
な
き
も
の
な
ど
と

い
ふ
、
ま
っ
た
く
岡
じ
性
格
を
も
つ
。
だ
か
ら
「
未
顯
現
・
我
」
に
お
い
て
は
、
ア
…
ト
マ
ソ
が
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
知
る
こ
と
は
、
意
味

を
も
た
な
い
。
ア
ー
ト
マ
ン
が
知
る
の
は
、
三
徳
李
衡
と
い
は
れ
る
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
、
畳
以
下
の
現
象
界
に
韓
饗
し
、
三
徳

が
顯
は
に
な
っ
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
畳
な
い
し
根
の
知
る
働
き
が
、
形
を
と
り
境
涯
を
つ
く
り
、
「
知
ら

れ
る
も
の
」
に
な
っ
た
醤
境
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
顯
現
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
知
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
サ
ー
ン

キ
や
猿
」
は
、
ア
…
ト
マ
ソ
を
「
智
人
」
（
o
o
3
顕
撃
ケ
勺
q
籍
三
囲
）
（
践
曾
ま
・
）
と
か
「
知
者
」
（
囲
．
8
．
）
と
い
ひ
、
ま
た
「
由
レ
智
…
…
人

我
見
二
自
性
こ
（
饗
Φ
U
含
）
と
も
習
い
て
る
る
。
こ
の
碩
に
は
、
「
智
」
と
い
ふ
こ
と
ば
は
な
い
が
、
前
頒
と
の
御
町
か
ら
、
智
と
澤
さ
れ
て

る
る
も
の
で
、
溝
浮
な
絶
封
知
を
い
ふ
。
「
サ
ー
ン
キ
や
頚
」
（
溶
悼
●
）
は
ま
た
、
一
度
だ
け
で
あ
る
が
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
知
者
（
旨
ρ
）
と

よ
ん
で
み
る
。
だ
か
ら
ア
…
ト
マ
ソ
の
本
質
は
知
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ら
う
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
自

ら
を
照
ら
す
も
の
だ
と
も
み
ら
れ
よ
う
（
く
…
伽
陰
（
〕
●
囲
一
・
）
。
し
か
し
ア
…
ト
マ
ソ
が
「
智
入
扁
と
か
「
知
者
」
と
か
「
智
」
と
か
い
は
れ
る

の
は
、
こ
れ
ら
を
説
い
て
み
る
「
頒
」
で
は
す
べ
て
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
關
等
し
た
ア
ー
ト
マ
ン
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
二
頒
が
知
者
と

よ
ぶ
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
顯
現
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
ア
ー
ト
マ
ン
と
の
薩
別
知
（
眞
知
）
、
と
い
ふ
と
き
の
ア

ー
ト
マ
ン
で
、
ア
…
ト
マ
ソ
だ
け
を
と
り
あ
げ
た
の
で
は
な
い
。
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
は
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
何
ら
か
の
關
漣
に
あ
る
知
、
あ

る
ひ
は
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
知
る
（
雑
見
る
⊥
畢
受
す
る
）
知
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
ま
た
ア
…
ト
マ
ソ
の
本
質
が
知
で
あ
る
と
し
て
も
、

こ
の
こ
と
が
ど
こ
か
ら
決
っ
た
か
が
、
反
省
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
軍
に
ア
…
ト
マ
ソ
が
知
で
あ
る
、
と
い
ふ
の
は
抽
象
的
な
こ
と
に

す
ぎ
な
い
。
ア
…
ト
マ
ソ
の
絶
筆
知
も
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
通
ら
ず
に
は
、
蓮
し
え
ら
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
ま
た
畳
な
ど
の
享
受
さ
れ
る
も

の
か
ら
、
享
受
者
と
し
て
の
ア
…
ト
マ
ソ
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
る
る
（
鑓
P
ミ
9
）
。
「
享
受
す
る
も
の
」
は
「
知
る
も
の
」
で
あ
り
、



　
　
知
者
と
し
て
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
。
こ
の
「
知
者
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
推
定
（
比
量
）
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
璽
」
に
よ
る
認
識

　
　
で
あ
り
、
畳
の
働
き
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
に
い
っ
た
「
外
智
計
の
説
明
を
思
ひ
合
せ
る
な
ら
ば
、
「
知
者
し
と
い
ふ
決
定
も
、
輩

　
　
な
る
比
量
知
と
し
て
、
「
外
智
」
な
る
畳
の
働
き
と
い
ふ
べ
き
で
あ
り
、
箆
の
段
階
に
あ
る
こ
と
で
、
ア
…
ト
マ
ソ
に
は
達
し
な
い
。

　
　
　
こ
の
や
う
に
み
る
な
ら
ば
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
は
、
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
、
覧
以
下
の
現
象
と
し
て
顯
現
し
な
け
れ
ば
、
軍
国

　
　
さ
れ
え
な
い
。
畳
な
い
し
根
が
道
具
と
い
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
畳
の
働
き
が
最
後
の
決
定
を
な
す
か
ら
、
「
我
一
切
用
事
。
以
レ
畳
能
成

　
　
就
」
（
穴
●
い
ご
と
い
は
れ
、
「
唯
一
畳
。
蘇
我
眞
作
異
」
（
金
、
も
。
δ
と
も
読
明
さ
れ
て
み
る
。
畳
な
ど
の
道
其
が
働
い
て
み
る
こ
と
が
、

　
　
ア
ー
ト
マ
ン
が
知
っ
て
み
る
、
煮
て
み
る
、
享
受
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
雛
な
い
し
根
の
働
き
は
、
無
知
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ

　
　
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
の
働
き
が
、
眞
實
に
は
、
ア
…
ト
マ
ソ
の
知
る
、
見
る
、
享
受
す
る
の
實
現
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
未
顯
現
の

　
　
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
、
三
徳
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
自
墾
し
な
い
。
覧
な
い
し
根
の
働
き
は
、
そ

　
　
の
働
き
の
畠
所
を
自
点
し
え
な
い
で
、
我
慢
の
働
き
に
な
り
、
無
知
の
働
き
に
な
っ
て
み
る
。
さ
き
に
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
の
無
知
と
い
っ
た

　
　
の
は
、
こ
の
や
う
な
自
説
の
な
い
無
知
で
あ
る
。
即
ち
、
魔
な
い
し
根
の
働
い
て
み
る
相
が
、
ア
…
ト
マ
ソ
の
知
る
の
賢
現
で
あ
り
、
そ

　
　
し
て
ま
た
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
「
見
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
顯
現
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
自
著
し
な

　
　
い
無
知
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
自
賦
し
た
笹
葉
知
が
、
虞
知
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
腿
甥
知
は
、
「
サ
ー
ン
キ
や
頒
」
で
は
「
顯

　
　
現
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
、
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
の
眞
知
」
（
囚
・
ρ
b
。
・
）
と
い
は
れ
て
み
る
。
と
こ
ろ
が
ア
ー

　
　
ト
マ
ソ
の
才
知
は
、
畳
の
内
紫
を
ほ
か
に
し
て
は
、
顯
は
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
畳
が
自
ら
の
出
所
を
自
…
覚
す
る
こ
と
が
、
ア
…
ト
マ
ソ

　
　
の
颪
知
、
即
ち
絶
封
知
（
賑
別
知
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
ア
ー
ト
マ
ン
の
知
が
、
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
實
現
し
え
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
三
徳
が
顯
現
し
て
み
る
こ
と
が
、

　
　
眞
蟹
に
は
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
「
知
ら
れ
る
も
の
」
卸
ち
封
境
に
な
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
三
徳
の
顯
現
は
、
ど
の
や
う
に
し
て
「
知
ら

　
　
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
様
根
を
と
る
か
。
三
徳
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
ふ
れ
た
が
、
「
サ
…
ン
キ
や
頒
」
（
凶
．
鵠
．
）
で
は
、
サ
ッ
ト
ヴ
と
ラ

働　
　
　
　
　
サ
；
ン
キ
や
哲
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎧
三
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四
四

ヂ
ャ
ス
と
タ
マ
ス
が
、
順
次
に
光
照
と
活
動
と
抑
制
と
の
作
用
を
も
つ
と
い
は
れ
る
。
サ
ッ
ト
ヴ
の
作
用
で
あ
る
光
照
（
層
，
9
苺
＄
）
は
、

「
頒
」
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
ア
ー
ト
マ
ン
に
た
い
し
て
、
顯
は
に
照
ら
さ
れ
て
み
る
こ
と
を
い
ふ
（
邑
・
饗
q
。
9
U
り
・
）
。
註
繹
で

は
、
光
照
が
知
（
智
ぎ
効
）
と
同
義
と
も
い
は
れ
（
ρ
挿
。
。
・
）
、
ま
た
前
に
い
っ
た
や
う
に
、
知
根
の
働
き
と
も
み
ら
れ
る
。
だ
か
ら
顯
は
に

照
ら
さ
れ
て
み
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
サ
ッ
ト
ヴ
の
光
照
は
、
そ
れ
自
ら
で
照

ら
さ
れ
顯
は
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
抑
制
ま
た
は
抵
抗
と
し
て
の
質
料
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
タ
マ
ス
に
あ
た
る
。
韓

攣
に
お
い
て
、
我
慢
か
ら
十
一
根
（
知
・
作
・
心
根
）
と
五
平
・
五
大
（
地
水
火
風
峯
）
と
が
生
ず
る
と
き
、
前
の
方
で
は
サ
ッ
ト
ブ
が

優
勢
で
あ
り
、
後
の
方
で
は
タ
マ
ス
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
（
区
。
O
顧
ζ
．
鱒
心
い
悼
頓
。
）
か
ら
み
れ
ば
、
タ
マ
ス
は
光
照
さ
れ
る
も
の
の
側
に
あ

る
と
い
へ
よ
う
。
サ
ッ
ト
ヴ
の
光
照
は
、
顯
は
に
照
ら
さ
れ
る
も
の
、
即
ち
タ
マ
ス
が
な
け
れ
ば
、
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
サ
ッ

ト
ヴ
と
タ
マ
ス
と
は
、
前
に
い
っ
た
や
う
に
活
動
性
が
な
い
か
ら
、
光
照
し
抑
存
す
る
に
は
、
ラ
ヂ
ャ
ス
の
力
が
働
い
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
や
う
な
光
照
・
濡
動
・
抑
制
と
し
て
の
三
徳
の
顯
現
が
、
「
知
ら
れ
る
も
の
」
即
ち
封
境
で
あ
る
。

　
光
照
・
活
動
・
抑
制
と
い
ふ
、
三
徳
陽
春
の
様
相
は
、
「
知
ら
れ
る
も
の
」
、
部
ち
封
境
と
し
て
の
性
質
を
そ
な
へ
て
み
る
。
し
か
し
三

徳
が
顯
現
し
て
み
る
こ
と
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
が
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
結
合
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
結
合
は
ア
…
ト
マ
ソ
の
「
見
る
こ
と
」

に
よ
る
が
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
は
蔽
別
集
（
眞
知
）
が
な
い
か
ら
、
「
見
る
こ
と
」
は
自
覧
さ
れ
ず
、
無
知
の
結
合
に
な
っ
て
み
る
。
ア

ー
ト
マ
ン
と
結
合
す
る
か
ら
、
す
で
に
夕
べ
た
や
う
に
、
畳
我
慢
な
ど
は
、
知
者
で
あ
る
か
の
や
う
に
、
専
断
決
定
を
な
す
の
で
あ
る

（
ρ
8
）
。
前
に
「
智
人
」
と
い
っ
た
の
も
、
老
死
の
苦
を
受
け
る
ア
…
ト
マ
ソ
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
没
入
し
た
、
無
知
の
状

態
に
あ
る
（
O
●
7
画
・
⇔
U
「
）
。
薩
別
知
（
詳
知
）
か
ら
い
へ
ば
、
「
知
る
も
の
」
は
ア
…
ト
マ
ソ
の
ほ
か
に
な
い
か
ら
、
爾
元
が
結
合
し
て
も
、

眞
賢
に
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
が
知
る
の
で
、
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
は
、
か
の
如
き
知
を
も
つ
で
あ
ら
う
。
し
か
し
こ
の
ア
ー
ト
マ
ン
は
、
前
に
も

逡
べ
た
や
う
に
、
現
實
に
は
我
慢
で
あ
り
、
嶽
な
ど
の
知
る
働
き
を
、
自
暴
の
働
き
と
な
す
も
の
、
部
ち
働
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
光
照
・
活
動
・
抑
制
と
い
ふ
三
徳
の
顯
現
も
、
眞
實
に
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
封
境
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
自
箆
さ
れ
ず
、
我
慢
を



　
　
ふ
く
む
鷺
な
ど
の
、
知
る
働
き
の
夢
境
に
な
っ
て
み
る
。
三
徳
顯
現
の
封
境
が
、
畳
な
ど
の
封
境
か
ら
ア
ー
ト
マ
ン
の
封
境
に
な
る
と
い

　
　
は
れ
て
も
、
知
る
働
き
の
境
涯
が
顯
は
し
て
み
る
も
の
は
、
知
る
働
き
印
ち
畳
我
慢
な
ど
の
知
る
働
き
で
あ
る
。
そ
し
て
知
る
働
き
は
、

　
　
前
に
い
っ
た
や
う
に
、
知
ら
れ
る
封
境
に
、
相
封
し
て
読
か
れ
た
。
光
照
活
動
抑
制
と
い
ふ
三
徳
顯
現
の
境
涯
に
よ
っ
て
、
顯
は
に
照
ら

　
　
さ
れ
る
も
の
は
、
畳
我
慢
な
ど
の
知
る
働
き
で
あ
り
、
働
か
な
い
ア
ー
ト
マ
ン
の
「
見
る
」
は
隙
さ
れ
て
る
る
。
す
で
に
検
討
し
た
封
境

　
　
（
塵
）
の
性
質
は
、
働
く
も
の
の
境
涯
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
、
働
き
で
な
い
ア
ー
ト
マ
ン
の
「
見
る
」
を
顯
は
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

　
　
い
。
ア
ー
ト
マ
ン
の
「
見
る
」
は
、
前
に
い
っ
た
や
う
に
、
扇
別
知
の
銀
座
即
ち
貢
知
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
。
眞
知
は
、
ヨ
ー
ガ
の
如

　
　
き
實
蹉
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
（
金
、
。
。
刈
も
こ
響
く
．
①
ε
が
、
す
で
に
述
べ
た
や
う
に
、
畳
の
内
智
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
眞

　
　
知
は
え
ら
れ
な
い
。
魔
は
ア
ー
ト
マ
ン
の
享
受
の
道
具
で
も
あ
り
、
ま
た
解
脱
を
も
た
ら
す
眞
知
（
覆
溺
知
）
も
、
畳
に
お
い
て
實
現
す
る

　
　
（
＜
腕
（
r
穴
．
匂
。
ご
。
享
受
と
解
脱
と
は
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
で
は
「
我
の
目
的
」
（
で
鶏
蕊
9
、
講
冨
）
と
い
は
れ
、
藁
諦
三
藏
は
、
我
の
目
的
を
、
「
我

　
　
意
」
と
か
「
我
意
用
」
と
淫
す
る
。
畳
な
ど
の
十
三
作
具
が
働
く
の
も
、
「
サ
ー
ン
キ
や
頗
」
が
い
ふ
や
う
に
、
「
我
意
」
實
現
の
た
め
に

　
　
ほ
か
な
ら
な
い
（
穴
・
切
ご
。
三
徳
が
働
い
て
享
受
が
成
立
ち
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
、
晃
る
も
の
と
し
て

　
　
の
ア
…
ト
マ
ソ
と
の
斑
別
が
明
か
に
な
り
（
〈
一
伽
。
尾
Q
Q
し
く
b
コ
げ
。
同
。
ト
⊃
も
Q
．
）
、
解
脱
を
も
た
ら
す
廣
覚
知
（
風
知
）
が
、
畳
の
サ
ッ
ト
ヴ
性
に
お
い

　
　
て
實
現
す
る
。
こ
の
や
う
な
こ
と
が
、
享
受
と
解
脱
と
を
、
と
も
に
「
我
の
意
用
」
と
し
て
設
い
て
る
る
趣
旨
で
あ
ら
う
。
こ
の
翼
知
が

　
　
顯
は
れ
て
、
前
に
い
っ
た
や
う
に
、
三
徳
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
（
享
受
）
が
、
そ
の
出
所
印
ち
根
諜
を
自
畳
す
る
と
き
は
、
三
徳
の
顯

　
　
現
は
、
我
慢
な
ど
の
働
き
と
か
生
ず
る
と
か
い
ふ
意
味
を
失
っ
て
止
息
（
獣
誕
岡
a
）
の
状
態
に
な
る
。
し
か
し
三
徳
が
室
無
に
撮
す
る
の

　
　
で
は
な
い
。
前
に
い
っ
た
畳
の
八
種
の
顯
ば
れ
の
う
ち
、
智
以
外
の
七
里
が
止
締
し
た
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
、
ア
ー
ト
マ
ン
は
「
静
佐
」
し
て

　
　
「
無
分
別
」
に
「
見
る
」
と
い
は
れ
る
（
丙
．
紹
も
諮
ッ
臼
ρ
①
U
’
）
。
ま
た
「
自
性
（
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
）
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
錐
レ
合
　
無
レ
用

　
　
故
不
レ
生
」
（
ス
．
⑦
①
．
）
と
も
説
か
れ
、
眞
知
が
生
じ
て
も
、
身
長
を
以
て
撫
す
る
と
も
い
は
れ
る
（
露
①
ご
。
こ
の
身
膿
を
も
つ
と
い
ふ
の

　
　
は
、
生
存
し
な
が
ら
解
脱
し
て
み
る
状
態
で
あ
る
。
三
徳
の
顯
現
で
あ
る
、
魔
我
慢
な
ど
の
、
見
る
、
知
る
、
享
受
す
る
働
き
が
華
中
し
、

晒　
　
　
　
　
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
學
に
お
け
る
認
識
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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哲
祠
攣
硯
究
　
　
第
四
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五
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、
　
　
　
匹
穴

働
か
な
い
ア
ー
ト
マ
ン
の
「
見
る
」
な
ど
が
、
サ
ッ
ト
ヴ
性
の
魔
の
内
謁
に
お
い
て
實
現
さ
れ
る
。
ア
…
ト
マ
ソ
が
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
を
享

受
す
る
の
は
、
ア
ー
ト
マ
ン
が
自
ら
を
見
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
境
涯
（
野
境
）
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
、
知
る
働
き
の
性
格
が
明

か
に
さ
れ
る
と
い
ふ
、
封
境
の
性
質
に
し
た
が
へ
ば
、
三
徳
顯
現
と
い
ふ
畳
我
慢
な
ど
の
知
る
働
き
の
境
涯
は
、
牲
格
を
一
愛
し
止
息
の

様
相
に
よ
っ
て
、
働
き
で
な
い
「
見
る
」
を
實
現
す
る
と
も
い
へ
よ
う
。
働
き
で
な
い
「
見
る
篇
は
尊
覧
に
封
立
し
な
い
。
ア
…
ト
マ
ソ

は
、
自
ら
を
照
ら
す
も
の
と
も
い
へ
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
封
境
（
塵
）
の
性
質
に
よ
れ
ば
、
サ
…
ン
キ
ヤ
で
「
知
る
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
既
存
の
封
象
が
あ
っ
て
、
知
る
も

の
が
、
こ
れ
を
知
る
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
「
知
る
も
の
」
は
、
却
っ
て
「
知
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
封
境
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
が

顯
は
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
知
る
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
未
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
が
、
顯
現
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
に
な
る
、
即
ち

「
未
心
心
の
顯
現
」
、
と
い
ふ
形
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
イ
ン
キ
ヤ
の
艮
知
が
、
「
訳
業
の
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
と
、
未
詳
現
の
プ
ラ
ク
リ

テ
ィ
と
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
の
蔑
別
知
（
眞
知
）
」
、
と
い
は
れ
た
こ
と
を
思
へ
ば
、
未
顯
現
と
顯
現
と
の
結
び
つ
き
は
、
虞
知
に
よ
ら
な
け

れ
ば
、
員
實
に
は
成
立
っ
て
る
な
い
こ
と
に
な
る
。
暴
馬
印
ち
匿
別
知
と
い
ふ
の
は
、
我
慢
中
心
の
三
徳
顯
現
は
、
「
未
顯
現
・
我
」

（
因
）
の
位
縫
に
あ
る
三
徳
準
衡
の
未
顯
現
が
、
果
の
状
態
に
顯
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
未
顯
現
・
我
」
（
因
）
の
位
置
に
あ
っ
て
、

三
徳
黒
帯
の
果
に
な
ら
な
い
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
「
見
る
こ
と
」
に
よ
る
顯
現
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
の
自
魔
で
あ
る
。
即
ち
三
徳
顯
現
と

い
ふ
働
く
網
が
、
自
ら
の
出
所
ま
た
は
江
畔
を
自
資
す
る
こ
と
で
あ
り
、
三
徳
顯
現
の
果
が
、
自
ら
の
國
を
自
選
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
い
ひ
か
へ
れ
ば
、
憂
な
ど
が
、
白
ら
の
根
絶
を
自
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
魔
が
霞
賞
す
る
こ
と
（
　
覚
の
溌
智
）
が
、
前
に
い
っ
た

や
う
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
絶
封
知
（
麗
主
知
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
未
顯
現
・
我
」
と
し
て
の
ア
…
野
マ
、
ン
は
、
魔
な
ど
の
三
徳
言
掛
に

よ
ら
な
け
れ
ば
、
知
者
と
し
て
の
、
密
ら
の
本
性
を
三
豊
し
え
な
い
。
こ
の
や
う
に
み
る
な
ら
ば
、
「
未
顯
現
の
顯
現
」
と
い
ふ
意
味
は
、

三
徳
顯
現
と
い
ふ
働
き
の
相
、
郎
ち
封
境
（
塵
）
が
、
終
周
に
お
い
て
は
、
非
作
者
の
ア
ー
ト
マ
ン
を
顯
は
に
す
る
、
即
ち
ア
ー
ト
マ
ン

が
自
ら
を
照
ら
す
こ
と
に
な
る
の
と
、
岡
じ
意
味
を
も
つ
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
以
上
の
や
う
に
み
る
な
ら
ば
、
サ
ー
ン
キ



や
に
お
い
て
、
知
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
知
る
も
の
で
あ
る
ア
ー
ト
マ
ン
が
、
三
穂
の
顯
現
と
い
ふ
封
境
の
自
畳
を
通
し
て
、

顯
は
に
し
、
知
る
も
の
と
し
て
の
ア
ー
ト
マ
ン
の
絶
封
知
即
ち
我
の
本
性
を
顯
は
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
　
（
了
）

「
知
る
」
を

88王
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bedeutet，　daS　das　Licht　die　geradlinige　Richtung　nlmmt．　Die　fakt1sche

Existenz，　daS　eln　Ding　ist　oder　es　dem　Menschen　ln　Sicht　komrnt，　setzt

natUrlich　das　Faktum　voraus，　daB　es　etwas　Unsichtbares　gibt．　Solche

unsichtbare　Existenz　ist　dle　Dunkelheit．

　　Der　Hintergruxxd　hat　rkberhaupt　keine　Kontur．　Wenn　ein　Ding，　das　die

Kontur　hat，　hinter　das　andere　a｝s　sein　Hintergrund　gestellt　w1rd，　da　verliert

es　seine　1〈ontur　und　Vorderseite．　Je　gr6Ser　der　Grad　von　Charakter　des

Dinges　als　Hlntergrund　wird　und　je　naher　es　zum　blauen　Himmel，　der

l〈eine　1〈ontur　hat，　kommt，　desto　schwacher　wlrd　die　Erscheinung　als　Form

und　Vorderseite　eines　Dinges．　Dies　ist　der　Sinn　der　PersPekeive．　Es　bedeutet

mehr　als　die　ein｛’ache　Vergr6eserung　der　Distanz　zwischen

Objekt．　Es　bedeutet　also，　daes　das　fernliegende　Objel〈t　weit

vom　lnteresse，　welches　die　anschauende　Augen　haben．

Augen　und
entferflt　ist

‘ζbo9鹸i重豊◎取，，　i簸　椴蓋e　S汗血khy＆　Ph鑓osopky

by　Gikai　Matsuo

　　The　philosophy　of　classical　Saihkhya　assumes　the　two　ultlmate　principles

of　Nrature　（praK’r．　iti）　and　Spirlt　（aThnan），　to　account　for　all　experience．　The

伽纏εasもhc　unmani艶sもed　P盛凱ary　cause　transf・rmas　i蜘iもs　e｛’£ect・or・the

manifested　prakoriti，　through　the　contemplatlon　or　seeing　（darsana）　by　the

盈襯πof　theρ2厩τ漉．　猛the　Sゑ魚khya　phiiosophy，毛he　act　of　know玉ng　is

regarded　as　the　action　oi’　the　lntellect　（buddhi）　working　toget．her　with　the

sense－organs，　the　Mlnd　（maanas），　and　the　Ego　（ahar7tka－ra）．　Since　the　ac£ion

of　the　lntellect，　etc．　belongs　to　the　manifested　Prakz’iti，　“to　know　er　cognize”

is　noth1ng　but　the　manifestation　of　the　unmanifested　Pralcr．　iti．　And　the

‘‘狽?ｉｎｇ　to　be　k鍛own”or　the　known　object（解同の，　accord圭ng　to　Sa疽kya，

does　not　exist　as　a　finished　product　independently　of　the　knowing　or

cognizlng　action　of　the　buddhi，　etc．　Rather，　it　means　the　very　sphere　in

which　the　said　actien　actually　operates　and　receives　its　ferm．　Without

providing　such　a　sphere，　the　formless　knowing　action　cannot　makifest　or

form　2tsel£　Thus　the　Sphere　（vis．　aya）　in　whick　the　self－formation　of　the

formless　knowing　action　takes　piace，　is　the　object　or　scope　of　action　of　the
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sense－organs，　as　weli　as　the　field　in　which　the　Miftd，　the　Ego　and　the

Inte11ect　operate．　ln　accordance　with　this　meaning　of　the　Sphere，　the

manifested　prakriti　iike　buddhi，　etc．　is　called　the　object　or　sphere　（vis．　aya）

which　is　the　aMtman’s　medium　for　realizing　itsel£　The　kRowing　or　contemp－

lation　on　the　part　of　the　aHtman，　which　is　the　knower　of　the　PraL’2：iti　but　is

in　itself　inactlve，　cannot　be　realized　without　the　mediatlon　of　the　Sphere，

that　is，　the　manlfested　Prakriti．　Tke　Sphere　ls，　however，　by　itself　ignorant

of　the　distinction　between　itself　and　the　a－tman．　Accordingiy　it　cannot　by

itself　br1ng一　into　completion　the　action－less　afftman’s　true　knowledge．　All

that　it　can　do　is　to　．crive　a　tbrm　to　the　ignorant　knowin．cr　action　of　the

actlng　Ego　（aha7’nkdra）．　ln　order　to　realize　the　true　knowledge　of　the

a－狽高≠氏C　the　manifested　Prakr．　iti　ltself　has　to　attaln　the　same　true　knowiedge

（励妙απ彦araッ．痘伽αor圭rltemal　knowlcdge）．　O撮y　whcn　the　ignorant　mani－

fested　Prakriti　comprehends　its　own　true　na£ure　as　the　evolution　（pari2za“一7na）

of　the　unrnanifested　．PrakTiti，　which　is　a｝so　the　self－realization　of　the　a－tman’s

inactive　contemplation，　can　the　ptakriti　reach　the　true　kRowledge　of　the

a’” 狽高≠氏D　For　the　realization　of　thls　true　knowledge，　accordin．cr　to　Saiiikhya，

the　manifested　Pralcriti，　the　sphere　ot’　bucldhi，　etc．，　must　be　in　the　state　of

eessation　（nivritti）　from　the　ignorant　1〈nowing　action．　ln　the　Saihkhya

philosophy，　therefore，　to　know　or　cognize　is　no　more　than　the　self－realization

of　the　true　knowledge　o£　the　ditman，　which　is　the　knowing　subject　but

inactlve，　through　the　cessation　of　the　state　1n　which　an　object　ls　knowR，

narnely，　by　putting　an　end　to　the　sphere　in　whlch　the　lnteilect，　the　Ego，

the　Mind　aRd　the　sense－organs　operate．

D量e　escha霊0誓0露：量SC恥eR　Grwnd裏a≦leR　der　ideal養S七二SC董翌e鷺

　　　　　　　　　　　　　　　Ges面ch㈱hilosophie

von　Emst　Benz

　　Der　Denktypus　der　Philosophen　des　deutschen　ldealismus　zeigt　nicht　Rur

dle　Tendenz，　deR　G！auben　zur　Schau　zu　erheben．　sondern　auch　eine

charal〈teristische　Orientierung　an　der　Geschichte，　namiich　einen　Versuch，

deR　Sifln　des　Seins　auf　dem　”VNJege　ttber　ein　Verstandnis　der　Geschichte　zu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3


